
【社内用】応募ページ作成について



・履歴書
※現在のご自身を証明できるようにする公的利用可能な書類
・職務経歴書
※過去どんな仕事をしてきたかを証明出来るようにする書類
・ポートフォリオ
これから（未来）働く会社で何が出来るのかを証明する書類

6ヶ月の訓練「就職支援」と「技術習得」の流れ

・目標設定
・Wordpressの基本
・グラフィックツール「illustrator・Photoshop」の基本
※まずはしっかりと準備を整えましょう

・実務で行う作品（納品物）を作ってみましょう
・「配置」「文字」「配色」のデザインについて
・履歴書・職務経歴書の準備
※実際の納品物を作成して実践ノウハウの体験

STEP1 基本操作の理解

STEP２ デザインの理解

・HTML・CSSの理解
・ポートフォリオサイトのトップページを整える
・人材紹介会社・人材派遣会社への登録
※ここから応募に向けてしっかりと準備を進めましょう

・作品制作（バナーやLP）
・個別のポートフォリオサイトのページ作成
・企業への応募を始めましょう
※特に正社員応募の方は4か月目での応募が重要です！

STEP３ WEBサイトの理解

STEP４ 作品を作る為の時間

・作品の量産（Webの技術）
・ポートフォリオサイトのブラッシュアップ
・面接対策
※多くの企業と面接に挑めるように進めましょう

・ひたすら面接とその対策
・より良い企業への挑戦
・もしもの場合にも備える
※訓練期間中により良い内定が決まるよう進めましょう

STEP５ 作品の量産をする時間

STEP６ 就職準備の時間

4か月目の応募目標20社は応募してみましょう！ 6か月目の応募目標100社は応募してみましょう！

5か月目の応募目標50社は応募してみましょう！

・転職エージェントを上手く利用しましょう！
・前職の武器をしっかりアピールしましょう！
・転職は階段を登るイメージで一段づつ上りましょう！

ワンポイントアドバイス！

理想の内定社数は5社 訓練4か月目には応募開始 勝負は訓練終了後1か月以内

平均「応募20社」に対して「面接5社」「内定1社」の確率 勤務開始は訓練終了後として内定はストックしてみましょう 訓練終了後は内定率が急落します、計画的に進めましょう

6カ月の訓練でポートフォリオサイトを作成 ページ数は「訓練内容の学習記録」＋「作品」で100ページ以上が目標



4か月目後半からは、徹底して「ご自身で考える力を養う」時間

ブランディングとは？
ブランディングとは、企業や商品、サービスに対して、特定のイメージや価値観を形成し、消費者に深く印象づける活動のことです。

なぜブランディングが必要なのか？
差別化: 競合他社との差別化を図り、自社の強みを際立たせることができます。
顧客ロイヤリティ向上: ブランドに対する信頼や愛着を高め、リピーターを増やすことができます。
価格競争からの脱却: ブランド力によって、価格競争に巻き込まれずに、収益性を高めることができます。
企業価値の向上: ブランド力によって、企業の評価を高め、投資家からの信頼を獲得することができます。

DEAU_001 ● 実技 WEBディレクション実習 提案と見積もりを作る/模擬面接 応募状況チェックシート提出①

ITCC_001 ● 実技 マルチデザイン実習② 提案と見積もりを作る/模擬面接 応募状況チェックシート提出①

提案と見積もりを作る＝企業へ応募する資料をブランディングする時間

※模擬面接は別途資料でご確認ください

「要するに、自分自身のブランディングを考えてみてね」の時間
それって、自分という商材の「ディレクション」だし「マルチデザイン」をする為の実習だしという意味



この辺りのカリキュラムの時期に、よく考えてもらう、応募を促す

講師の注意すべきポイントと受講生への接し方のポイント

共通 △ 学科 ポートフォリオ作成基礎④ オンラインで講師とディスカッション

DEAU_001 △ 学科 WEBディレクション概論④ オンラインで講師とディスカッション

ITCC_001 △ 学科 マルチデザイン基礎③ オンラインで講師とディスカッション

共通 △ 学科 デザイン概論③ オンラインで講師とディスカッション

・受講生ひとりひとり、それぞれが何をやっているのかを理解する（それぞれやる事が異なるので、迅速に理解することが重要）

・２回目のキャリコン（３か月目）で全受講生にその人にあった応募開始の時期を話し合い伝えている為、発言に要注意

・メンタルバランスが崩れ始める時期なので「無理はさせない」は常に意識する

・就職活動にズレが生まれているので、教室の雰囲気作りは徹底して気を付ける

・作品作りのお手伝いは、アドバイスまで講師が作成した作品にならないようにする

・ひとりの受講生に捕まらないようにする「質問したかったんですけど…」とならないように

・最低、１日（５限）で２回は会話する（相談される関係性を徹底して作る意識を高めてください）



Webデザイナーの就職面接でよく聞かれる質問と回答例

自己紹介と経験

これまでの経験について教えてください。
回答例：「私はこれまでに、[具体的な案件数]件のWebサイト制作に携わってきました。[得意な分野]を主に担当し、[使用したツールやスキル]などを活かして、[具体的な成果]を達成し
ました。」

ポートフォリオを見せてください。
回答例：「はい、もちろんです。こちらのポートフォリオに、私が制作したWebサイトのいくつかをまとめました。[各作品について、デザインの意図や工夫した点などを簡潔に説明する]。」

スキルと知識

得意なデザインツールは何ですか？
回答例：「私は[主なデザインツール]を日常的に使用しています。特に[得意なツール]では、[具体的な機能]を使いこなすことで、[どのようなデザインを作成できるか]という強みがありま
す。」

最新のWebデザインのトレンドについてどのように学んでいますか？
回答例：「最新のWebデザインのトレンドは、[情報収集の方法]を通じて常に意識しています。[具体的な情報源]を参考にしながら、[自身のデザインに取り入れるようにしている点]などが
あります。」

デザインに対する考え方

デザインをする上で大切にしていることは何ですか？
回答例：「デザインをする上で大切にしていることは、[ユーザー視点]、[目的の明確化]、そして[美しさ]の3つです。[具体的な事例]を挙げながら、これらの要素をどのようにデザインに落
とし込んでいるか説明します。」

デザインのインスピレーションはどこから得ていますか？
回答例：「デザインのインスピレーションは、[日常の風景]、[他のデザイナーの作品]、[最新の技術]など、様々なところから得ています。特に[具体的な例]は、私のデザインに大きな影響を
与えています。」

よく聞かれる質問と回答例



企業への理解度

なぜ私たちの会社を選びましたか？
回答例：「貴社は、[会社の強みや特徴]という点に強く惹かれました。特に[具体的なプロジェクトや実績]は、私自身の価値観と合致しており、貢献したいと考えています。」

入社してどのようなことをしたいですか？
回答例：「貴社で、[具体的な目標]を達成したいと考えています。そのためには、[自身のスキル]を活かして、[チームに貢献できるようなこと]を積極的に行いたいと思っています。

面接対策のポイント

ポートフォリオの準備は徹底的に
制作したWebサイトだけでなく、デザイン過程やアイデアをまとめた資料も用意しておくと良いでしょう。

企業研究は入念に
企業のウェブサイトやSNS、ニュース記事など、様々な情報源から企業について深く理解しておきましょう。

想定される質問を事前に考えておく
上記の質問以外にも、企業や求める人物像によって様々な質問が考えられます。事前に想定される質問をまとめて、回答を練習しておきましょう。

自信を持って話す
緊張するのは当然ですが、自信を持って自分の考えを伝えましょう。

ゆっくりと話す
相手に伝わらなければ全てが意味がありません。ゆっくりと話してみてください。

その他・まとめ

・服装は清潔感のあるものが望ましいです。
・時間に遅刻しないように注意しましょう。
・笑顔を心がけ、明るく元気に挨拶しましょう。
・面接は、あなた自身をアピールする絶好の機会です。
・事前にしっかりと準備をして、自信を持って面接に臨みましょう。

もし、もっと具体的な質問があれば、お気軽にご質問ください。
例えば、「ポートフォリオの見せ方について教えてほしい」や「面接で緊張してしまうので
すが、何か良い対策はありますか？」など、どんなことでも構いません。

って生成AIに聞いてみても良いですよ～！



これはとりあえず作成できてればが程度が最低ライン

その後は、５カ月目のここでいじってください

DEAU_001 ● 実技 ポートフォリオ作成実習④ 成績考査・とにかくデザイン提案できてるかについて 作品提出（LPとバナー）

ITCC_001 ● 実技 ポートフォリオ作成実習④ 成績考査・サーバにあがってるサイトをとにかく作る 作品提出（コーディング作品）

共通 ● 実技 ポートフォリオ作成実習⑤ 成績考査・企業に応募用のページを出す 作品提出（企業用応募ページ）

共通 △ 学科 ポートフォリオ作成基礎⑤ オンラインで講師とディスカッション
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